
奈良県・中国ゆかりの地紹介 

第三弾 正倉院・奈良国立博物館 

 

  今年は、奈良県と中国陝西省が 2011 年に友好提携を締結して 10 周年を迎える記念の年です。こ

れを記念して、奈良県内にある奈良と中国とのゆかりの地、特に陝西省とのゆかりを中心にご紹介して

います。第三弾となる今回は、正倉院と奈良国立博物館をご紹介します！ 

正倉院 

奈良時代や平安時代の官庁や大寺院には、正倉と呼ばれる倉庫がありましたが、そのほとんどは歳

月の経過とともに亡んでしまい、現存する東大寺の正倉が正倉院と呼ばれるようになりました。 

正倉院宝物とは、聖武天皇の妻である光明皇后が、聖武天皇の遺愛品をはじめとする品々を東大寺

の本尊盧舎那
る し ゃ な

仏
ぶつ

（大仏）に捧げ、同寺の正倉に収蔵されたことに由来する、約 9000件にもおよぶ宝

物を指します。 

正倉院宝物には、日本国内の宝物だけでなく、大陸から持ち込まれた品々も含まれています。ま

た、シルクロードを通じて、唐の都の長安（現在の陝西省西安市）よりさらに西のペルシャ、インド

などの宝物がもたらされました。例えば、「第 64回正倉院展」に出陳された瑠璃坏
るりのつき

は長安を通して伝

わったペルシャの宝物です。 

奈良国立博物館 

正倉院展は、正倉院宝物の中から数 10件程度が年に一度、奈良国立博物館で一般公開される展覧

会です。1946年から始まった正倉院展には、毎年約 13万人以上の観覧者が来場し、2019年に

は、累計観覧者数が 1千万人に達しました。正倉院展は、奈良国立博物館の象徴的な展覧会であり、

日本だけではなく、中国でも知名度が高まっています。 

1895 年に開館された奈良国立博物館は、東大寺、春日大社などに囲まれた奈

良公園に位置しています。正倉院展以外にも、同館は多種多彩な展覧会、ギャラリ

－及び公開講座、ボランティア解説活動等を実施しており、収蔵品の中には、中国

から伝わってきた三尊仏龕
さ ん ぞ ん ぶ つ が ん

等があります。 

私は同館の解説グループのボランティアとして、2019年 10月に「第 70回

正倉院展」の解説を担当し、唐の時代に伝わってきた繍線鞋
ぬいのせんがい

を含む 56件の正倉

院宝物について解説しました。外国人の私にとって、日本語で正倉院展を説明す

ることは大変でしたが、中国出身の私には、感慨深いものがありました。 

長安と奈良のシルクロードを介した繋がりのように、これからも古代から繋がってきた貴重な交流を

深めていくことができれば良いと思います。 

ボランティア当日の様子 

  

出典：正倉院正倉 出典：奈良国立博物館 

三尊仏龕（さんぞんぶつがん） 

陝西省西安市宝慶寺に伝来 

（奈良県国際交流員 呉 春蘭） 

出典：正倉院宝物 

第 70 回正倉院展に出陳された 

唐伝来の繍線鞋（ぬいのせんがい） 


